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本報告書は、平成２２年度農林水産物等輸出促進緊急対策事業、ジャパ
ンパビリオン設置（ロシア連邦（Prod Expo2011））への出展事業実施概要を
取りまとめたものである。

少子高齢化や人口減少等を背景に日本産農林水産物・食品の国内需要
が少なくなる見通しの中で、海外では高い経済成長率を続ける国々が見ら
れる。こうした海外市場を日本産農林水産物等の有望市場と位置付け、輸
出促進を国内農林水産業の発展に結びつけることが重要であり、また、輸
出促進を図ることは市場拡大にもつながり、６次産業化の推進に資するもの
となる。

しかしながら、最近の急激な円高は、我が国の輸出企業に大きな影響を及
ぼしつつあり、日本産農林水産物等の輸出においても同様の影響が懸念さ
れている。

このため、農林水産省では、当初の２２年度予算の取組に加えて、ジャパ
ンパビリオンを設置する海外の国際見本市への出店を追加し、輸出拡大に
向けた取組の充実を図ることを目的として平成２２年度農林水産物等輸出
促進緊急対策事業を実施した。

本事業においては、日本食ブームが起こり、日本食レストランも多数存在
するロシア連邦に注視し、当該国で開催される国際食品見本市最大級の規
模であるＰｒｏｄ Ｅｘｐｏ２０１１に於いて、ジャパンパビリオンを設置し、出展企
業に対し海外販路拡大に向けた場を提供し、商談活動支援を行った。

本報告書が、関係各位にとって参考となれば幸いである。

なお、本事業は、農林水産省が株式会社ＪＴＢコミュニケーションズに委託
して実施致したものである。

平成２３年３月
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1. PROD EXPO 2011開催概要

展示・商談会名 PROD EXPO 2011

会期 2011年2月7日（月）～11日（金） 5日間

会場 Expo Centre （モスクワ）

展示面積 44,163 ㎡

主催者 Expo Centre

出展者数/実績 2,000社（ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱｼﾞｱ・南北ｱﾒﾘｶ・ｱﾌﾘｶ・豪州）以上 55カ国

来場者数/実績 51,000名以上（90～95%が流通関係）

ホームページ http://www.prod-expo.ru
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日本パビリオンはエクスポセンターＨＡＬＬ－８のインターナショナルゾーンに設置し、
運営した。

（オープニング直前の日本パビリオンの外観）

mailto:046nk@voxtrading.jp
mailto:046nk@voxtrading.jp
mailto:046nk@voxtrading.jp


ブース ＮＯ 出展者名

（主な出展物） 品目

A 株式会社 フタバ （新潟）

（主な出展物） 和風出汁全般

B ユーラシア投資環境株式会社 （新潟）

（主な出展物） 麺類・味噌・醤油・調味料

C 宮坂醸造株式会社 （東京）

（主な出展物） 生味噌・インスタント味噌汁

D 株式会社 高岡屋 （東京）

（主な出展物） 焼海苔・味付け海苔

E 株式会社 ヴォークストレーディング （東京）

（主な出展物） 米、加工米等

F 株式会社 エムコ （鳥取）

（主な出展物） 黒にんにく製品

H 月桂冠 株式会社 （京都）

（主な出展物） 日本酒・焼酎・リキュール

I 株式会社 竹八 （東京）

（主な出展物） 水産加工品

Ｊ 株式会社 阿部長商店 （宮城）

（主な出展物） 冷凍水産加工品

2. 出展者一覧
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3. 日本パビリオンの概要
共有スペース

共有スペースは、デモ準備スペース・出展者の展示品
ストックヤードおよび事務局として共有使用した。
４方面全てが通路に面した出展者ブースとなった。
Ａ～Ｆのブースに加工食品の業者、Ｋ～Ｈのブースに
水産品・酒類の業者を配した。

5
（施工完了時の日本パビリオンの外観）



6

■Ｂ方向より
コーナーにデモスペー
スを設置。デモンスト
レーションを実施し多
くの来展者で賑わった。

■Ｃ方向より
一般顧客にも試食活動を
展開し人出の絶えない
ゾーンとなった。

■Ｄ方向より
商談コーナー・水産品・
酒の展示商談ゾーンとな
り、専門的な商談が多く
実施された。

3. 日本パビリオンの概要

■Ａ方向より
開催期間中は来展者の
大半がこの方向より日本
パビリオンに来展した。



4. 事業運営－事前準備段階－

日程 内容 備考

11月18日（木）～ 出展者募集 （直接募集） 弊社運営事業参加者

11月24日（水） 契約

11月25日（木）～ 出展者募集 （公募） 弊社WEBおよび農林水産省

12月13日（月） 出展者締切 13社の応募

12月17日（金） 出展者選定 平成22年度基準にて

12月19日（日）～23日（木） 現地調整調査 （第１回） 現地調査報告書にて

1月06日（木） 出展者説明会およびセミナー 11社が参加

1月22日～1月26日 現地調整調査 （第２回） 現地調査報告書にて

1月21日（金） 各種手続き締切 運営事務局に提出

2月03日（木） 最終ご案内 ＭＡＩＬにて発信
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出展者募集は、直接募集および公募の２面で幅広く募集を実施。その結果、13社の出展申込が
あった。選定基準に基づき採点し１２社の出展を決定。

オフィシャルサービス（渡航・宿泊および展示品／販促物輸送）の内、特に展示品輸送に
於いて、水産品および原材料にアジア地区の回遊魚を使用したものに関してロシアへの輸
出が日程的に困難となり１社が出展中止。又ロシアでの空港テロ（１月２４日発生）にお
ける治安上の問題により１社の出展中止となった。１０社（出展者一覧）の出展者に対し
２月３日（木）最終案内をし、当日開催に臨んだ。

事業準備段階にて２回の現地出張を実施し、事前準備を行った。その結果は下記の報告書
に取り纏めた。

現地調査報告書（ロシア小売店情報）
現地小売店舗情報を店舗グレード別に整理し所在地・地図を整備し、現地市場調査情報と
して作成した。

現地調査報告書（ロシア食品バイヤー情報）
マッチング商談会実施のために実施したバイヤー招聘の概要を取り纏めた。

事業全体の流れ



1.出展者募集

ＭＡＩＬ・電話等での関係者に直接出展を促す直接募集と、弊社ホームページによる
公募で募集をした。

◆直接募集
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◆公募
ＪＴＢコミュニケーションズのホームページにＷＥＢを立上げ各関係先とリンクし広く告知した。

クリック

弊社受託事業（ＷＡＳＨＯＫＵＴＲＹ・オリエンテーションの会）参加者および
過去２カ年でのロシア見本市運営受託で参加した企業および参加希望の企業に対し
メールと事務局よりの電話で広く事業告知を行った。

4. 事業運営－事前準備段階－



2.出展者説明会

１１社（１社欠席）で下記スケジュールで実施した。

◆日時 2011年1月6日（木）13：00～16：30

◆場所 農林水産省 第３会議室

◆第１部 出展者説明会

13：00～13：10 主催者挨拶
農林水産省大臣官房国際部輸出促進室

13：10～13：15 受託事業者挨拶および担当者紹介
株式会社ＪＴＢコミュニケーションズ

13：15～13：45 出展に関する説明
株式会社ＪＴＢコミュニケーションズ

13：45～14：00 日本パビリオンの施工・装飾に関する説明
株式会社ＪＴＢコミュニケーションズ

14：00～14：20 渡航に関するご案内
株式会社JTB西日本 海外旅行西日本支店

14：20～14：50 質疑応答
14：50～15：00 名刺交換・休憩

◆第２部 市場セミナーおよび物流のご案内

15：00～15：30 ロシア市場セミナー
小林 創 氏

15：30～16：00 物流に関するご案内
株式会社ＪＴＢコミュニケーションズ

16：00～16：30 質疑応答および個別相談
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（出展に関する資料）4. 事業運営－事前準備段階－

（物流の説明資料）

（施工に関する資料）

（セミナーに関する資料）



3. 現地事前調査

下記２件を実施し出展者に情報を発信した。

◆ 現地小売店舗情報冊子（A4・14ページ）
モスクワ市内の小売店の情報を取りまとめ、１月末に
出展者へ情報提供した。出展者は見本市の外での市場
視察・訪問営業の資料として活用した。

◆バイヤー情報の提供
招聘バイヤーのプロフィール調査を実施し、
帰国後出展者に配布し、フォローアップに
活用中である。
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4. 事業運営－事前準備段階－



5. 事業運営－現地活動概要－
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期間中は下記のスケジュールに基づき
展示商談活動を展開した。



A 株式会社 フタバ （新潟）

（主な出展品） 和風出汁全般

B ユーラシア投資環境株式会社 （新潟）

（主な出展品） 麺類・味噌・醤油・調味料

C 宮坂醸造株式会社 （東京）

（主な出展品） 生味噌・インスタント味噌汁
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昨秋のＰＩＲ出展に引き続き２回目の
出展。和風出汁市場のロシアでの浸透
を目指し出展。
専属通訳と２名体制で対応。一般顧客
が余りにも多く来展し、ターゲットの
現地レストラン関係者との商談に支障
をきたす時間帯が生じた程であった。

現地代理店から派遣のロシア人女性ス
タッフと２名が常駐し対応。ロシアへ
の輸出実績もあり幅広い商談をされた。
新潟県下の味噌・醤油・麺類の有力３
業者の輸出窓口としての対応であった。
又調味料の品揃えが豊富で多くのバイ
ヤーが訪れ商談をした。

ブランドの｢神州一味噌｣は既にモスクワ
市内有力店で展開中である。
ダイレクトな商流創設を目指し積極的な
商談活動が展開された。併せてブースに
て味噌文化普及のため、試食を常時実施
し味噌の味が好評を博した。

出展ブース状況（A～C）

5. 事業運営－現地活動概要－



D 株式会社 高岡屋 （東京）

（主な出展品） 焼海苔・味付け海苔

E 株式会社 ヴォークストレーディング （東京）

（主な出展品） 米、加工米等
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グローバルに展開されており、ロシア
への海苔輸出のため、隣接のＶＯＸ
（米を出品）と連携し、寿司・海苔巻
で試食アピールおよび業者との積極商
談を展開した。
中国・韓国産との競合対応等突っ込ん
だ商談がなされた。

日本産の米の優位性および価格面での
現状説明等、有力バイヤーと丁寧に商
談を実施した。
その結果バイヤーからの信頼が生まれ、
代理店設定等の初期の目標を達成した。

黄色のおそろいのＴシャツでロシアでの
「黒にんにく」のＰＲのため、試食をメ
インに積極的な販促活動がなされた。
｢黒にんにく｣のロシアでの販売に関して、
確かな手ごたえをつかみ、今後の展開に
自信を深めた模様である。

F 株式会社 エムコ （鳥取）

（主な出展品） 黒にんにく製品

出展ブース状況（D～F）

5. 事業運営－現地活動概要－



I 株式会社 竹八 （東京）

（主な出展品） 水産加工品

Ｊ 株式会社 阿部長商店 （宮城）

（主な出展品） 冷凍水産加工品

14

日本からロシアへの物流体制・販売体制
を整備した上での、展示商談会への出展
であった。水産品・水産加工品のロシアへ
の輸出の先駆者として各種商談を積極的
に展開。鮮魚では「さんま」に関心が高く、
専門的な商談がなされた。

出展品等の輸送等準備も万全な体制で
あったが、直前のトラブルで渡航が不可
能になった。運営事務局が商談代行する
形で運営をした。
主力のイクラ・魚加工品のロシアでの需
要は大きく、商談会では興味を示す業者
が多々あり、情報を連絡した。

事前準備として現地販売代理店を設定し、
展示会に出展。現地販売代理店よりロシア
人スタッフが常時派遣され、現地レストラ
ン関係者をメインに商談を実施した。
ロシアへの展開は本出展が本格的なスター
トであったが、有力商談が多々あった模様
である。

H 月桂冠 株式会社 （京都）

（主な出展品） 日本酒・焼酎・リキュール

出展ブース状況（H～J）

5. 事業運営－現地活動概要－



朝御飯

・全体コンセプト

～日本人の朝御飯～ 4コマ

■米飯

日本食材）米15kg (ヴォークス・トレーディング)

■豚汁

日本食材）出汁パック 10pc （フタバ）

味噌5kg （宮坂醸造）

現地食材）大根5kg・玉ねぎ5kg・ジャガイモ5kg・人参5kg・鴨頭葱2kg・豚バラ肉3kg

■おかず

日本食材）秋刀魚の甘露煮 4～5kg （阿部長商店）

現地食材）グルップ 100g ミニアスパラ1kg

■おかず2

日本食材）スパイシータカナ 5kg（竹八）

■おかず3

日本食材）味付け海苔 1kg （高岡屋）

昼御飯

・全体コンセプト

～早く、簡単に栄養価の高い和式昼御飯～ 4コマ

■五目素麺「温・冷」

日本食材）素麺 15Pac （ユーラシア投資環境整備）

本返し5L、白つゆOr 鰹つゆ10L （フタバ）

乾燥わかめ1kg （フタバ）

現地食材）きゅうり5kg パプリカ緑・赤 各2kg 卵40個 ハム3kg

晩酌

・全体コンセプト

～特別な日の晩酌～ 4コマ

■日本酒カクテル

日本食材）日本酒４升 （月桂冠）

現地食材）別途報告

■肴１

日本食材）銀ダラ粕漬け 4～5kg （竹八）

現地食材）別途報告

■肴2

日本食材）戻り鰹たたき 5kg かぼす醤油2L （阿部長商店）

現地食材）鴨頭葱 1kg 赤玉ねぎ2kg 生姜500g 白ごま300g程度

■肴3

日本食材）黒にんにくペースト1kg （エムコ）

現地食材）醤油2L・粉わさび1kg         15

デモのメイン食材は出展者より提供。現地調達の
食材を加え、プロの伴シェフ（在ロシア日本レス
トラン協会長）による朝食・昼食・晩酌の３つの
シーンで日本食をアピールした。

初日12：30から在ロシア日本大使館
の宮川公使をお迎えし、オープニン
グセレモニーを開催しデモをスター
トした。毎回多くの来場者で賑わい、
活気のあるパビリオンとなり周囲の
注目を浴びた。

マッチング商談で招聘のバイヤー
にデモで調理した料理を提供し、
商談促進に役立った。

6. 事業運営－デモンストレーション－

デモンストレーションの内容



1. 出展者ブース一般商談

16

見本市の最大のメリットは多くの来展者に幅広い商談・アピー
ルが出来る事。PROD EXPOでも連日１万人前後の人出があっ
た。来展者とのブースでの一般商談は１８９回とアポイント型
（招聘）商談の１.７倍となった｢成立した｣および｢成約可能性有｣
商談は２７件

7. 事業運営－展示商談活動－

2. 招聘バイヤーアテンド商談

事前調査で36社の現地バイヤーをリストアップし、パビ
リオン招聘を行った。内２０社がパビリオンを訪れ商談
を実施した。
滞在時間の短いバイヤーと半日かけてじっくり商談す
るバイヤーと２極化したため、滞在時間の短いバイ
ヤーは出展者ブースへバイヤーが訪問し商談、滞在時
間の長いバイヤーは出展者が商談コーナーへ出向き、
商談を２タイプで実施した。



7. 事業運営－展示商談活動－
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現地コーディネーターと連携し下記のバイヤーを
日本パビリオンに招聘した。



18

２０社の招聘バイヤーと１０社の出展者が１０６回の商談を実施した。｢成立した｣および｢成約可能性有｣
の商談が６３件（６１％）の実績となった・

期間中に一般商談と招聘バイヤーアテンド商談の ２つタイプの展示商談活動を実施した。より多くの商
談機会と確実な商談機会の提供の為実施した。

商談ローテーション

7. 事業運営－展示商談活動－

会期中、来展予定のバイヤーにスケジュールを確認し、商談計画表（商談ローテーション）を作成し、朝
礼でその日の計画を毎日発表した。招聘バイヤーと生産者の出展物等を考慮し計画策定をした。



8. 出展者デイリー（一般商談）アンケート結果

19

出展者には、会期中毎日アンケート（デイリーアンケート）を朝礼後に配布した。
夕方17：00に回収し、１００％の回答結果を得た。
アンケート内容はその日の商談結果（ブースでの）を中心に調査し、下記の商談報告を得た。
商談成立の主なものは
食品加工品が11件 水産品・加工品が9件 合計20件のサンプル受注結果であった。
当日成約は全てサンプル受注あった。

バイヤーの関心があり、商談が多かった商品は、加工食品ではうどん・素麺・小売用の海苔等の製品の
報告があった。水産品・水産加工品はさんま・生牡蠣のレトルト品（常温流通品）等の報告があった。そ
の他の商品では黒にんにく製品の内グラッセが好評であった。アルコール製品の内甘酒・梅酒といった
特徴のある製品にロシアでも関心が高かった。
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9. 招聘バイヤー（アテンド商談）アンケート結果

招聘バイヤーは通訳アテンダーを出展者と商談ローテーションに基づいて商談をした。参加
全てのバイヤーから商談結果の回答を得た。
招聘バイヤーの中には、寿司チェーンの大手「ＰＬＡＮＥＴ ＳＵＳＨＩ」・輸入元として大手の「Ｋ
ＯＵＰＬＵＳ」「ＥＡＳＴ ＷＥＳＴ」又日本よりロシアへの食品輸出で近年積極的に活動を続ける
日本の大手商社が２日間に渡り来展し、出展者と時間をかけて商談を行った。

商品的にバイヤーの関心は水産品・水産加工品であった。ロシアでは水産品の需要は多い半面、
供給が十分でなく、水産品・水産加工品の関心が高かった。サンプルを発注連絡した産品は、さん
ま加工品等レトルト（常温物流）の調理済み水産品であった。課題に価格をあげるバイヤーが多い
が、今回の出展者は本場（東北・九州）の地元生産者の為、バイヤーからは今後に向け期待する
意見が多々寄せられた。
他にサンプルはアルコール類・米加工品（レトルトパック品）・味噌和風汁（インスタント味噌汁含む）
等調理済み製品への関心が高かった。



10. 事業運営－販促制作物－
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商品カタログ （ A4サイズ・27ページ ）

出展者から提供があったデータを集約したカタログを作成。招聘のバイヤーおよび各
ブースへ配布し、商談のツールとして活用した。ロシア語に翻訳した商品カタログで
好評であった。出展者各社にはデータ供給し、フォローアップに活用中である。
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リーフレット （ A4サイズ・3つ折両面 ）

リーフレットを作成配布した。来展者に広く配布。又パビリオンへの来展促進のため、会場
入り口で配布しパビリオン来展の促進にも活用。
出展者の連絡先・主力産品を掲載し、フォローアップのツールとしても活用中である。

10. 事業運営－制作物－
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11. 事業運営－メディア実績－

現地ＷＥＢ広報（大使館ホームページ）

在ロシア日本大使館の協力を得て、
大使館ホームページにバナー告知
を実施した。弊社ホームページに
ロシア語でパビリオン概要・位置
の告知および出展者の主力産品を
紹介し、パビリオンの来展を促進
した。

../P-image/hall.html
../P2/11boothnakaROOL.html
mailto:046nk@voxtrading.jp
mailto:tamaki@takehachi.co.jp
mailto:nakamura@takaokaya.com
mailto:m.mukawa@miyasaka-jozo.com
mailto:yu_noda@gekkeikan.co.jp
mailto:inoue@futaba-com.co.jp
eip-shiroi@pop02.odn.ne.jp
mailto:info@emuco.jp
mailto:oku@blpac.com
mailto:y_onodera@abecho.co.jp


主催者広報連携

主催者と連携して現地広報を実施した。
主催者ホームページには、出展者の告
知・およびパビリオンの告知を記事の形
で掲載した。
また、カタログ（総合カタログ・来展者
ダイジェストカタログ）に出展者情報を
登録し、出展者を紹介した。
日本からは日本パビリオン登録（１２
社）青森県ブース（５社）サントリーの
計１８社が日本よりの参加として紹介・
掲載された。

●

●

●

主催者ホームページ

主催者カタログ
３つのインデックスから出展者ページへリンクし、
出展者の情報取得を可能とした。
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11. 事業運営－メディア実績－



25

プレスリリース

日本パビリオンのオープニングは多数の現地
メディアが来展し取材した。

開催直前の、プレスカンファレンスで
在ロシア日本大使館（仙台参事官）に
よるプレスリリースを実施。日本パビ
リオンへの関心が一気に高まった。

カンファレンスの様子

プレスリリース

11. 事業運営－メディア実績－



12. フォローアップ

26

商談結果を展示商談会終了後に招聘バイヤーアンケート
結果及びプロフィールシ一ト発送した。その後日に商談
活動状況をヒアリングして下記の報告を受けた。

■米・米加工品出展者は、メール・電話で営業を継続中である。米加工品生産者と連携し、ロシア
へのレトルト製品から輸出開始を目指し現地追加商談を計画中である。５社が販売窓口として有望
であり商談を継続している。

■水産物・水産加工品出展者とは、連絡がつかない状況です。

■加工食品に於いて、調味料を中心に下記の商談が継続されている。

・和風出汁で商談が継続中である。レストランルートでの販売で展示期間中に商談した輸入元との
交渉段階であるが、成約には至っていない。

・今迄実績を有する出展者は、味噌・醤油に加えタレ（蒲焼・焼き肉）が有望商品となる見込みが
あり、成分等の最終確認を行っている

・ロシアでも人気の味噌・味噌加工食品は、展示商談会で既存のルートに加え新規のルートが開設
見込で有益であったとの報告を受けた。既存先からの展示商談会後の発注はない。

・アルコール類ではロシアで販売代理店として決定した大手商社と連携した継続商談を行っている。
代理店による現地寿司チェーン店等への売り込み段階で、定番化が決定すれば、大型商談の成約
になる見込みであり有望である。

■その他の商品では、展示会後も黒にんにく製品の商談が続けられている。成約可能性あり商談を
フォローしているが、成立に至っていない。

展示・商談会終了から約１ヶ月の時点でのフォローアップ調査であり、成約迄至っていないのが現
状である。直近では、ロシア側より食の安全に関するデータ提示が求められ対応に苦慮している生
産者が多かった。



13. 出展者総合アンケート結果

①出展目的 （回答数/８社）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1.販売促進

2.企業及び商品PR

3.新商品PR

4.新規顧客開拓

5.新規代理店発掘

6.新規取扱い商品の発掘

7.技術提携先発掘

8.現地販売・製造拠点設立

9.既存現地代理店・販売店支援

10.市場調査、情報収集

②出展目的に対する満足度 （回答数/８社･複数回答可）

満
足

ま

あ
満
足

や

や
不
満

不
満

満足
やや満足

（％）

やや不満
不満

（％）

3 2 60% 40%

1 4 2 1 63% 37%

1 2 2 0 60% 40%

1 2 2 1 50% 50%

1 100% 0%

3 100% 0%

- -

- -

2 2 1 80% 20%

3 4 100% 0%

9.既存現地代理店・販売店支援

10.市場調査、情報収集

1.販売促進

2.企業及び商品PR

5.新規代理店発掘

8.現地販売・製造拠点設立

6.新規取扱い商品の発掘

7.技術提携先発掘

3.新商品PR

4.新規顧客開拓
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展示・商談会終了後に、出展者に対して総合
アンケートを実施した。

目的に対しての満足が
(満足＋まあ満足）は３/４、
不満足（やや不満＋不満)が
１/４の評価であった。



③全体的に見て、目的を達成するため今回の出展は役に立ったか（回答数/８社）

役に立った
50%

やや役に
立たなかった

25%

非常に役に立った
25%

【主なコメント】

・市場規模が分かり潜在顧客を発掘できた

・ロシアへ進出する際のヒントがたくさん得られた

・スーパーやレストランでデモをした方が効果があった

・モスクワ出展2回目で日本食事情がより把握できた

・安価品主流であったが価格が倍以上となり製品の

販売の難しさを痛感

・後手にまわった運営であった

④今回の出展にあたり、運営の項目についての重要度とそれに対する満足度（回答数８社）

重

要
で
あ
る

や
や

重
要
で
あ

る

あ
ま

り
重
要

で
な
い

重

要
で
な
い

重要
やや重要
（％）

あまり重要
でない

重要でない
（％）

1.ビジネスターゲットがブースに立ち寄る 6 1 0 0 100.0% 0.0%

2.ビジネスに有効な人脈の構築ができる 8 1 0 0 100.0% 0.0%

3.商談、取引が成立する 4 3 1 0 87.5% 12.5%

4.必要な情報が入手できる 4 2 1 0 85.7% 14.3%

5.輸出先が通関手続きなどがスムーズである 2 3 2 0 71.4% 28.6%

6.日本パビリオンの配置条件が良い 3 3 2 0 75.0% 25.0%

7.レイアウト、装飾が適切である 2 1 3 1 42.9% 57.1%

8.統一コンセプトや集客効果の高いイベント 3 2 2 1 62.5% 37.5%

9.運営事務局がバイヤー発掘やプレスへのPR 8 0 0 0 100.0% 0.0%

■重要度

満

足

や

や

満
足

や

や

不
満

不

満

満足

やや満足
（％）

やや不満

不満
（％）

1.ビジネスターゲットがブースに立ち寄る 0 4 2 1 57.1% 42.9%

2.ビジネスに有効な人脈の構築ができる 1 5 2 0 75.0% 25.0%

3.商談、取引が成立する 0 7 0 1 87.5% 12.5%

4.必要な情報が入手できる 1 5 0 1 85.7% 14.3%

5.輸出先が通関手続きなどがスムーズである 0 3 1 3 42.9% 57.1%

6.日本パビリオンの配置条件が良い 1 2 1 4 37.5% 62.5%

7.レイアウト、装飾が適切である 2 3 2 0 71.4% 28.6%

8.統一コンセプトや集客効果の高いイベント 2 3 2 1 62.5% 37.5%

9.運営事務局がバイヤー発掘やプレスへのPR 1 4 2 1 62.5% 37.5%

■満足度
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13. 出展者総合アンケート結果



⑤日本パビリオンについての重要度と満足度（回答数８社）

重
要

で
あ

る

や

や
重

要
で

あ

る

あ

ま
り

重

要
で

な
い

重
要

で
な

い

重要

やや重要
（％）

あまり重要
でない

重要でない
（％）

1.全体的な雰囲気 3 4 0 1 87.5% 12.5%

2.日本パビリオンの位置 6 1 0 1 87.5% 12.5%

3.日本パビリオンのブースデザイン 1 6 0 1 87.5% 12.5%

4.各出展者ブース内のレイアウト 1 5 2 0 75.0% 25.0%

5.日本パビリオンの販促物

　（リーフレット、おししいロゴバック等）
4 3 1 0 87.5% 12.5%

6.集客イベント

　（試食交流会・クッキングデモ）の内容
3 4 0 0 100.0% 0.0%

満
足

ま
あ
満
足

や
や
不
満

不
満

満足
やや満足
（％）

やや不満
不満
（％）

1.全体的な雰囲気 3 4 1 0 87.5% 12.5%

2.日本パビリオンの位置 1 2 1 4 37.5% 62.5%

3.日本パビリオンのブースデザイン 2 5 1 0 87.5% 12.5%

4.各出展者ブース内のレイアウト 1 7 0 0 100.0% 0.0%
5.日本パビリオンの販促物
　（リーフレット、おししいロゴバック等） 5 2 1 0 87.5% 12.5%

6.集客イベント
　（試食交流会・クッキングデモ）の内容 2 3 1 1 71.4% 28.6%

■重要度

■満足度

【主なコメント】

・個々のブースが孤立し、見通せなかった

・バイヤー（招聘）の質の向上

・カタログパンフレットは大変有効

・貴重なデモがあるのに事前調査が行われていない

・来展ディストリビューターの情報の事前提示がなかった
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13. 出展者総合アンケート結果



⑥運営事務局の対応（回答数８社） ■満足度

【主なコメント】

・市場規模が分かり潜在顧客を発掘できた

・ロシアへ進出する際のヒントが沢山得られた・スーパー/レストランでデモをした方が効果があった

・モスクワ出展2回目で日本食事情がより把握できた

・安価品主流で価格が倍以上となり製品の販売の難しさを痛感・後手にまわった運営であった

・レストラン・スーパー関係者が少なかった

非

常
に

満

足

満

足

や
や

不
満

不

満

満足

やや満足
（％）

やや不満

不満
（％）

1.出展募集HPのデザインや分かりやすさ 1 3 3 0 57.1% 42.9%

2.電話問い合わせ時の対応 0 3 1 3 42.9% 57.1%

3.出展者説明会の内容 1 2 1 2 42.9% 42.9%

4.会期中の運営事務局の対応 1 3 1 2 57.1% 42.9%

⑦運営事務局への満足度（回答数８社）

不満
37%

やや不満
13%

まあ満足
13%

満足
37%

⑧今後、このような国際食品見本市があれば参加するか（回答数８社）

はい いいえ

8 0

【参加希望国･都市】

・北アメリカ ・中南米（ブラジル等）

・東南アジア

・東欧 ・ドイツ

・パリ ･ドバイ
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13. 出展者総合アンケート

運営事務局について、事前準備期
に出展物輸送等での問題が発生し
た。これらアンケートでは運営事
務局の対応に不満を感じる出展者
と満足と評価する出展者が２分さ
れた。



14. 総括-１

◆ＰＲＯＤ ＥＸＰＯ ２０１１について

主催者への電話取材による２０１０年開催との比較は以下の通り

【出展者数】2010年 1,790社（57カ国）
2011年 2,000社（55カ国）

【来場者数】2010年 56,000人
2011年 51,000人 ※5,000人の減少（90％以上が流通業者）

・一日当たり平均１万人の来場であった。
・現地にて対応した感触によると９０％が流通関係者となっているが、一般顧客のウェートが少し
高い印象をもった。

・ロシア最大の食品見本市で人出の絶えない見本市であった。直前に空港テロが発生し、
大変厳しい警戒態勢が敷かれていた。

◆日本パビリオンについて

パビリオンは、１０社参加を得て実施した。パビリオン設営は、搬入日の朝に完成しスムー
ズな設営が出来た。会期中展示棚１枚が落下するトラブルがあったが、即日補修対応した。
一度停電が発生したが、短時間で復旧した。
日本パビリオンの（デザイン・レイアウト等）に関しての満足度はアンケートによると平均
８０％の出展者から満足（まあ満足を含む）の評価であった。ただパビリオン位置に関して
はパビリオン位置が第３パビリオンの一番奥となった為不満足が満足を上回った。
運営面では、開催期間中毎日朝礼を実施し、その日の予定・連絡事項の連絡および問題点を
抽出し速やかな対応に務めた。主な期間中に寄せられた問題点は出展品輸送に関する費用の
問題、マッチング商談会でのバイヤー来展時間の明確化等であった。可能な限り回答、改善
をした。出展目的に対する満足度および出展が役立ったかの評価は平均７５％の出展者から
役立ったとの回答を得た。

◆日本パビリオンの広報について

現地広報活動に於いては、在ロシア日本国大使館のご協力のもと、有意義な広報活動を展開する
事ができた。在ロシア日本国大使館のホームページによる広報および現地メディアへの告知を充
実することができた。

◆デモンストレーションについて

ロシアにおいては真の日本食・食文化のＰＲが、今後の日本の農水産物・食品輸出拡大に
不可欠なため、在ロシア日本食レストラン協会の協力を得てデモンストレーションを実施。
多くの来場者があり予想以上の反響であった。
パビリオンの位置はＨＡＬＬの一番奥で決して立地は良くなかった。しかし、デモンスト
レーションの効果もあり、周辺と比べ来展者が絶えず、注目を集めるパビリオンとなった。
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14. 総括－２

◆出展物輸送について

ロシアは食品輸入では困難が伴う国である。特に水産品・水産加工品の輸送に関しては特に大き
な困難が伴う現状である。本事業での輸送計画は、ロシアでの空港テロ発生もあり途中にて変更
を余儀なくされた。
出展品輸送は予定通り開催前日に会場搬入したが、その調整期間中の１月中旬以降、出展者各位
に計画変更に伴いご迷惑をお掛けする結果となった。
今後の対応として、輸送出展品の情報を確実に把握し、余裕のある輸送スケジュールの立案・実
施が必要と考える。又現地ロシアに進出している企業とのタイアップが重要と考える。
加えて、ロシアでの食品貿易環境改善の為、国どうしの交渉をお願いする所存である。

◆展示商談活動について

展示商談は、ロシアへの日本の農水産物・食品の輸出促進の為に重要な活動と考え運営した。
見本市に来展する現地需要者との商談に加え、事前に招聘活動をした20社のバイヤーとの商
談を実施した。
出展者ブースでの来展者との活発な商談（一般商談）に加え確実なマッチングで精度の高い
商談機会を提供するため招聘バイヤーアテンド型商談を組み合わせて実施した。
２つのタイプの商談合計２９５回の商談に対して、９０件の継続商談案件を得た。商談成約
に向けフォローアップが重要であり、今後商談活動の継続支援を行っていく。

◆最後に

事前準備期間で、当初１２社の出展決定から、出展品輸送の問題から水産品出展予定業者の出展
辞退。また空港テロ発生に起因して食品出展業者の計２社の出展辞退があり、１０社の出展と
なった。

展示商談会開催期間中は、出展者・関係者各位の協力で活発な活動を行う事ができた。
今後の国際見本市の参加希望アンケートでは全ての出展者から参加の回答を得た。現地での生の
声に直接接する事は大変有効な機会と考える。

展示商談会の目的、商談成果のより多くの獲得を目指し、フォローアップを通じ出展者の商談活
動の支援を継続する次第である。
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